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Ⅰ 研究背景 
 肥満ややせといった体型は生活習慣病の発症につながるおそれがあり、その予防には適切な健康習慣、特に
食行動は重要な要素である。食行動はストレスと関連しており、人によってストレスの認知や対処、すなわち
ストレス対処能力は異なる。ストレス対処能力はライフスタイルや性差、体型などの観点から研究されている。
しかし、健康若年成人を対象とした食行動尺度に関して信頼性を検証し、ストレス対処能力との関連を検討し
た研究はこれまでに報告されていない。 
Ⅱ 研究目的 
健康若年成人の食行動とストレス対処能力、および心血管系生理指標との関連についての特徴を明らかにす
ることを研究全体の目的とした。ストレス対処能力の評価指標は首尾一貫感覚（sense of coherence: SOC）を採
用した。研究１では簡便性を備えた健康若年成人用食行動尺度に関する信頼性の検証を行った。研究２ではま
ず食行動と SOC、心血管系生理指標の男女比較をした。仮説１aは「健康若年成人の男女いずれにおいても健
康若年成人用食行動尺度と SOC は相関関係がある」、仮説１bは「健康若年成人の男女いずれも健康若年成人
用食行動尺度と SOC は負の相関関係がある」とした。次に体格指数（body mass index: BMI）を四分位数で４
群に分類し、男女別に分析した。仮説２a は「BMI が高い群は低い群に比べて食行動はより不健康である」、
仮説２bは「BMIが高い群では食行動と心血管系生理指標の関連がある」とした。研究３では研究２の再分析
として女性を対象に食行動と SOC、心血管系生理指標の関連を体型別に比較した。 
Ⅲ 研究方法 
１．研究１ 
健康若年成人の男女 794名を対象に食行動に関する質問紙調査を実施し、因子分析を行った。 
２．研究２ 
研究１の対象者のうち、心血管系生理指標の測定が可能であった 334名（男性 191名、女性 143名）を対象
に健康若年成人用食行動尺度と SOC-13の質問紙調査および心血管系生理指標を測定し、男女比較と相関分析
を行った。次に BMI第１四分位群、BMI第２四分位群、BMI第３四分位群、BMI第４四分位群に分類し、男
女別に多重比較と重回帰分析を行った。 
３．研究３ 
研究２の対象者のうち、女性を対象に体型別の分析を行った。体型は BMIと体脂肪率からやせ群、標準群、
隠れ肥満群、肥満群に分類し、多重比較と重回帰分析を行った。 
Ⅳ 研究結果 
１． 研究１ 
健康若年成人用食行動尺度は「外発的摂食」、「早食い」、「濃い味」の３因子が抽出され、その平均値を食行
動尺度総合点とした。男女比較では、食行動尺度総合点と「外発的摂食」は女性のほうが、「濃い味」は男性
のほうが有意に高い値であった。 
２．研究２ 
男性では食行動尺度総合点と SOC-13 の間で負の相関を示した。女性では食行動尺度総合点と SOC-13 の間
（書式１８）課程博士 
2 
 
に有意な相関はなかった。BMI第１四分位群、BMI第２四分位群、BMI第３四分位群、BMI第４四分位群に
おける多重比較で、男性では食行動尺度総合点、「外発的摂食」、「早食い」、「濃い味」のいずれの項目におい
ても BMI の高い群は低い群に比べて有意に高い値であった。女性では「外発的摂食」に関して、BMI 第１四
分位群に比べ BMI 第４四分位群のほうが有意に高い値であった。多重比較で群間差が認められた心血管系生
理指標、すなわち男性ではウエスト・ヒップ比、心臓足首血管指数、総コレステロール、女性では体脂肪率、
ウエスト・ヒップ比、心臓足首血管指数、HDL コレステロール、中性脂肪に関する重回帰分析の結果、標準
偏回帰係数はいずれも有意を示したものの自由度調整済決定係数 R2値は 0.13～0.25であった。 
３．研究３ 
やせ群の LDL コレステロールは標準群と隠れ肥満群に比べそれぞれ有意に低い値であった。隠れ肥満群で
説明変数を食行動尺度総合点、従属変数を HDL コレステロールにした重回帰分析で、標準偏回帰係数は有意
であったが、自由度調整済決定係数 R2値は 0.20であった。 
Ⅴ 考察 
研究１の結果より、健康若年成人用食行動尺度は簡便性のある評価尺度として有用であり、男性の食行動は
食物の味に、女性の食行動は環境や心理的因子により左右されやすいことが示唆された。 
研究２の結果より、健康若年成人用食行動尺度と SOC との相関で男性では有意な相関が認められたが女性
では相関がなかったことから、男性では食行動の不健康度とストレス対処能力は関連することが考察された。
仮説１aと仮説１bは男性では支持され、女性では支持されなかった。男性では食行動尺度総合点、「外発的摂
食」、「早食い」、「濃い味」のいずれにおいても BMI の高い群は低い群に比べて高い値であったことから仮説
２aは支持された。女性では「外発的摂食」に関して BMIの低い群に比べて高い群のほうが有意に高い値を示
したことから、「外発的摂食」について仮説２a は支持された。BMI 四分位数に基づく４群別の重回帰分析よ
り、男女とも自由度調整済決定係数 R2値は 0.13～0.25であったことから、食行動尺度総合点、SOC-13の心血
管系生理指標に対する説明率は低く、仮説２bは支持されなかった。心血管系生理指標への影響要因を説明す
るには食行動尺度総合点と SOC-13以外の要因を考慮する必要があると考えられた。 
研究３の結果より、健康若年女性のうち隠れ肥満群において、食行動尺度総合点の HDL コレステロールに
対する説明率は低く、HDLコレステロールへの影響を説明する要因は他にあるものと考えられた。SOCとHDL
コレステロールの関連はないと示唆された。 
Ⅵ 結論 
健康若年成人用食行動尺度は簡便性を備えた評価尺度として有用である。その尺度をもとに食行動を評価し
た結果、男性では食行動の不健康度とストレス対処能力の関連があると示唆された。BMI 四分位群別の比較
より、男性では BMI の高い群のほうが低い群に比べて食行動はより不健康であると考察された。女性では健
康若年成人用食行動尺度の一因子である「外発的摂食」に関して、BMI の高い群のほうが低い群に比べて食
行動はより不健康であると考えられた。食行動尺度総合点と SOC-13から心血管系生理指標に対する説明率は
低く、心血管系生理指標への影響要因は食行動尺度総合点と SOC-13以外の要因を検討する必要があるものと
考察された。 
